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┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



2

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



3

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



4

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



5

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



6

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘



7

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘



8

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　



9

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



10

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



11

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



12

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な策　は？

　　　う。└──┘

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



13

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



14

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘　　‥その効果は？

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



15

┌───「事柄」の全体像の概観 ───┐
│├────‥既存の資料から「学んだ知識」‥ ───┤│
└────┐　　　　 ┌────┘
☆調べる＝│　　　　 │Ｔの横縦：
　1.まず、│　　　　 │広く学び、
　2.次に、│↓その問 │1.事典・辞典・概論書

　　　深　│題・設問 │2-1.専門書

　　　く　│のより深 │  2.追加調査(by電話/＠現場‥)

　　　問　│い探究！ │  3.具体的な対策は？

　　　う。└──┘　　‥その効果は？

公共的・普遍的な
成果が期待できる
問題・設問の発見
や特定（絞込み）　

最初の（漠然

とした）topicや
問題意識



16

　　　　　　　　　　　┌・・
　　　　　　　　┌・・┼・・
　　　　Ａ　　　│　　└・・
　　　　　　　Ｘ┴・・┬・・
　　　　Ｂ　　　　　　├・・
　　　　　　　Ｃ　　　└・・

１．「中心概念」の内容の列挙と整理
２．原因（Ａ，Ｂ‥）の列挙
３．内容を把握可能な、原因を変更可
　　能な範囲に限定
４．内容把握＋原因変更（→解決の実証）
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